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お 警察縄線機勝撚還さ懇 ：争；披 露総綴題選議縁日 J議選毅愛護 F争早
急 重嘉
一小黒千足芸
部 緊迫通園匡謬畷，， J・・脳総 訴訟 圃圃脳陣ha・・・・ 3語銃 一一一一 一一一一一一ー お�·号 法モ語 新年明けましておめでとうございます。 話
挫 恐
いま新しい年， 1994年を迎えました。��� 訴さ 振り返ってみますと， 昨年の今頃は， 富山大学の教育改革の準備中で， 多くの教職員か ら 時 笠
・ 回 ，選 問と知恵を出していただき， 実施に向け努力している最中でありましたo しかしながら一方 で 妥
·-
：告 は， 未知の進路に対する不安もありました。 さらに， 新しい制度の自己点検・評価の体制作り 務ーら 設d
訟 と実務の進行も明け暮れておりました。 ：特
許； ：＋；
絃 現在は， 教育改革の第一年目の半ばを過ぎ， 最初の山を越えることができました。 これ も全 絞殺 按詩 学教職員の理解と努力のたまものと感謝しております。 一方， 次の山が無い訳ではありません。 語
、t �ぷ緩 むしろ次には， より高い山が待ち受けているようにも思えます。 しかしながら， これらもまた， ：＋； 
Fぷ Fぷ認 皆様の努力によって越えられるものと信じております。 話�！� 一方， 教育改革に伴う施設， 設備の充実は焦眉の急で， 事務局共々その解決に更に努力した 設
－ 
護 いと考えております。 定員が絡む人的問題は簡単には解決できません が， より合理的な方法と， 笠
山 . .由妥 全学の理解及び努力で改善の方向が取られることを希望いたします。 経��� 
務 自己点検・評価につきましては， 体制と実務の完備が進み， 実質的に富山大学の将来に資す 務
訴訟 る方向が取られつつあります。 もはや「知らしむべからず， 行うのみ」の時代でないことを理 誇
：、 ：＋；裁 解いただきたいと思います。 このことは学生の教育についても同様で， より充実した計画とそ お
おむ 絞殺 の周知の方法が必要であります。 ：¢ 
税強弱 また， 昨年の年頭にも触れましたが， 社会人の再教育， いわゆるリカレント教育の必要性は 援
．圃護 ますます高まっております。 本年は具体的にその方法と組織を考える時に至ったと思われます。 議
a争当 学説 皆様の賢策を頂ければ幸いです。 話�；� 望まれることは多く 我々にはあまりにも多くの制約があります。 しかしながら ここで挫 妥
. · -妥 折しては すべての努力と実績は泡沫に帰することになりましょう。 ある賢人が述べたように 受
－ － 
;t? 「多くの過去を引きずりながらも， 常に未来を志向したい」と思っております。 務訴訟按 絞殺 議議 絞殺 説絞 殺殺滋 絞殺 絞殺絞殺絞殺絞殺誇絞殺絞殺：予：絞殺：＋：絞殺誇裁裁絞殺絞殺��絞殺説：特許：：＋：：＋：滋絞殺絞殺：予：絞殺：告滋絞殺：告絞殺
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去る1月13日同理学部 2 号館4 番教室に おいて， 岩手







ー←→ー ーH- ー争-I- ー！－－！－－ 『ト＋， ー争of- ー←→ー
最も新しい水銀系の高温超電導酸化物では， 絶対温度
130度という高い超電導転移温度を持つので， 液体窒素
温度 （77度K）で 安定な超電導特性が得られること に な
ります。大きな電流を流すとどうしても超電導特性は熱
的に 不安定化しますが， この材料を銅の中に 埋め込んで，
その熱特性を安定化される技術が進んでいます。磁場の
超高感度センサー． 高速コンビュー ター素子． 弱電工学
の素子として， 高温超電導酸化物はすでに 具体的な応用
の域に 達していますが， 強電工学の素子としては， まだ
もう一つ足りないところがあります。これを乗り越える
ことができれば， 発電， 電力輸送及び電力貯蔵の面で 大
革新されることになります。














講演会は， 去る1月26日制 13時から経済 学部講義棟4 0
1番教室において開催されました が ， 昨今 の経済 事情の
影響により， 企業への就職環境が大変厳しいもの にな っ







及び最近の国 家公務員採用I種. II種試験の 受験概要等
について講演があり， 次いで富山県人事委員会任用課課











この講演会に， 本学学生 ， 教職員及び富山県情報処理






















交 新成人職員に学長から記念品贈呈 * 
一一 決意 も 新 た に成人の門 出 ！！ 一一
平成6年1月11日（対 1 0 時30 分から学長室に おいて成人
になったことを祝し， 小黒学長から新成人職員2 名 に お
祝いの言葉と記念品の贈呈 が行われました。
企 成人となった2名の職員
寺 島 裕 一（教育学部庶務係）









メント をいただ きましたので． 併せて紹介いたします。
企
小黒学長から記念品贈呈
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ミJ�司也事J
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 間
「潮海文化と古代の日本につ 5. 9. 17 
外 国 出張 人文学部 助 教授 本郷 真紹 中 国 いて 」調査研究 （遼寧大学派
遣） 5. 11. 2 
ニューイングランドの伝説・ 5. 9. 2 0  
，， 教 授 神徳 昭甫 アメリカ合衆国 民話研究 5. 10. 9 
第2次フォンテーヌブロ一派 5. 12. 4 
，， 助 教授 岩井 瑞枝 フ フ ン ス (1589～1617)の美術作品閲
覧及び資料 調査 5. 12. 18 
環日本海経済 交流に関する 調 5. 12. 24 経済学部 教 授 水谷内徹也 大 韓 民 国 査 5. 12. 29 
ホノルルマラソンにおける成 5 . 12. 11 
海 外 研修 教育学部 教 授 山地 啓司 アメリカ合衆国 績（記録）と疲労度の研究，
研究打合せ 5. 12. 16 
教育学部 教 諭 老月附属小学校 敏彦
，， ，， ，， 
5. 12. 12 
人文学部 教 授 藤本 幸夫 大 韓 民 国 国語学会にて講演， 資料調査





共通一 次学力 試験に代わって ， 5回目の大学入 学者選
抜大学入 試センター試験が去る 1月15日同・16日（同の両
日全国一斉に行わ れました。全国の志願者は， 531,177人
で 共通一 次学力 試験以来最も多い志願者数となりました。
富山県内では， 18歳入口の減少 に より昨年より2 39 人
少 ない6,174人の志願者が． 本学をはじめ富山医科薬科
大学， 県立大学及び高岡法科大学 4 会場で 受験しました。











期 日 試 験 教 科 志 願 者 数 受 験 者 数 受 験 率
4,524 人 4,331 人 95.73% 
タト 国 語
( 4, 963) (4,829) (97 .30) 
4 524 3 92 8 86.83 
数 号且ι一 (A) 
(4,963) ( 4,524) (91.15) 
1 月 1 5 日 同
4,524 3 763 83.18 
数 メ号註ι一 (B) 
(4,963) ( 4,381) (88.27) 
4,524 1 742 38.51 
理 科 (A) 
(4, 963) (1,962) (39.53) 
4,524 1 862 41.16 
理 科 (B) 
(4,963) (2, 167) ( 43.66) 
4,524 4,251 93.97 
国 霊ロ五
( 4, 963) (4,761) (95.93) 
1 月 1 6 日 （日）
4 524 3 929 86.85 
社 ii 、 (4,963) (4,498) (90.63) 
4 524 1,542 34.08 
理 科 (C) 
( 4, 963) Cl, 772) (35.70) 
4,524 3,169 70.05 
l教 科 ・ 科 目 平均
(4,963) (3,612) (72.77) 
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平成6年度富山大学学生募集要項（募集人員）の変更について（案）
本学における平成6年度の学生募集については， 既に発表した学生募集要項 のとおり ですが， 経済学部 「昼間主 コー




変更後における前期日程， 後期日程別の募集人員は， 次のとおり です。
変更前 の募集人員 変更後の募集人員
A寸L- 科
前 期 日程 後期 日程 前 期 日程 後期 日程
経 済 学 科 1 26 33 1 24 31 
経 営 学 科 98 26 96 24 
経 営 法 学 科 81 21 80 20 
計 305 80 300 75 
2 入学者選抜方法





推薦 入 学 (30 人）
帰国子女特別選抜
（若干名）





外 国 人 研 究 者
氏 名 本 国 に お け る 来 学 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間（国 籍） 所属機関・職名
陸 君 江 南 大 学 人文学 部 教 授 5. 5.  20 
研 究
（中 国） 講 師 福 田 立 明 6. 3. 31 
キャサリン・ダケット コーネル大学 研 究 理 学 部 教 授 5. 6. 29 
（日本学術振興会・
（アメリカ合衆国） 大学院院生 外国人特別研究員） 鈴 木 邦 雄 6. 1. 3 
李 漢 匡巨ヨヨ 全北大 学 校 人文学 部 教 授 5. 7. 19 
研 究
（大 韓民国） 副 教 授 藤 本 幸 夫 6. 7. 14 
向 上 恰力てi箕工業大学 工 学 部 教 授 5. 9. 1 
研 究
（中 国） 議 師 時 津 貢 6. 8. 31 
王 維 坤 西 北 大 学 人文学 部 教 授 5. 10. 1 
研 究
（中 国） 副 教 授 気賀津 保 規 6. 9. 30 
武 爪 林 港諮
陽国際
会
経済技術協 研 究 経 済学 部 教 授 5. 10. 20 力 問 社
（中 国） 工 程 師 （中国政府派遣研究員） 小 島 満 6. 9. 30 
張 秀 梅 中国科学院海洋研究所 工 学 部 助教授 5. 10. 20 
研 究
（中 国） 中級研究員 袋 谷 賢 吉 6. 1. 28 
文 農 内蒙古紡績科学研究所 教 育 学 部 教 授 6. 1. 1 5  
共 同 研 究
（中 国） 副 所 長 松 川 三 郎 7. 1 14 
アジャイ・スリパスタフ ゴラクプール大学 共 同 研 究 理 学 部 教 授 6. 1. 1 5  
（日本学術振興会・
（イ ン ド） 講 師 研究者交流事業） 笹 山 雄 一 6. 7. 1 5  
外 国 人 来 訪 者
氏 名 本 国 に お け る 来 学 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間（国 籍） 所属機関・職名
キャレン・フェダーホルト 駿台外語専門学校 人文学 部 教 授
研 究 打合 せ 6. 1. 5 
（アイルランド共和国） 教 師 奥 田 平八郎
題 茄 内蒙古作家協会々長 教 育 学 部 講 師
表 敬 6. 1. 6 
（中 国） 中国作家協会理事 結 城 善 之
王 徳 恒 南京海軍大 学教 授
，， ，， ，， 
（中 国） 経済開発会社顧問
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文 部省在外 研究員 規程である定める日当， 宿泊料
支度料は支給しない。























ロ 日本国籍を有する者で， 外国におおむね 10年
以上在住し， 現にその国の学界で 活躍して いる
者
(2）予定者数 若干人
2 招へい期間 5 日間以内





（ 鉄道賃， 車賃， 船賃， 航空貨）
(2) 滞在費
滞在費は， 1 日＠ 16 ,90 0 円
ただし 本学宿泊施設を利用する場合
1 日＠ 11,20 0 円
5 提出期限 前期（ 4月～9月）平成6年 2月25日掛
後期(1 0月～3 月）平成6年8月3 1日制
一11ー
平成6 年 2月発行 学
第3種外国留学への奨学事業
1 応募資格
(1) 本学に在籍する学生（研究生， 聴講 生等を 除く。）
(2) 学業成績が優秀
(3) 留学期 間 3ヶ月以上
2 支給学資金額
学資金 10万円を限度
3 募集 人員 若干 人








(3) 民間団体等から 奨学金の支給を受けて いない者
2 支給学資金額
学資金 月額 1 万円
3 支給期 間
平成6年 4月 1 日から平成 7年 3 月3 1日までの 1
年 間
4 募集 人員 12人以内




国際交流事業後援会が， 昭和61年 9 月から 2 年 間にわたる募金 活動を行い寄附された約 1億 1千万円の事業
基金の果実により実施されて います。
この国際交流事業 後援会は， 昭和63年 9 月に解散いたしましたが， 本事業基金は， その後も引き続き寄附
の受入れを行って います。
最近の金利の大幅な低下に伴い． 現在有して いる事業基金ではこれまでの事業 規模を今後とも確保して い
くことは極めて 困難な情勢となって います。
つきまして は， 本事業基金を充実し． 国際交流事業を 維持して いくため， 教職員各位の御協力をお願いい
たします。 御寄附くださる方は， 所属 部局の庶務係 （総務係 ）文は庶務課に御連絡 ください。
この一年間に国際交流事業基金に寄附された方々
平成5年 1 月 1 日から平成5年 12月31日までに本学国際交流事業基金に 10人の方々から合計1 7万5千 円の
寄附がありました。 ここに御寄聞いただいた方々を 紹介します。
国際交流事業基金への寄附者（敬称略）
，，寸且ιー 長 黒、 千 足 工 学 部 堀 回 裕 ヲム
人文学部 本 郷 真 紹 ，， 島 田 邦 雄
，， 神 i事 昭 甫 ，， 中 茂 樹
教育学部 藤 回 正 春 ，， 国 晃 規
工 学 部 回 島 正 登 岩 井 喬
（庶務部庶務課）
-1 2ー
平成6 年 2月発行 学 報 第349号
ゅー）��
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 甘会占・
採 用 6. 1. 4 山田 智恵 事務補佐員（附属 図書館）
6. 1. 10 林 敏和 事務補佐員（附属 図書館）
，， 中村 繁之 ，， ，， 
，， 高越 義一 ，， ，， 
，， 杉森真希子 ，， ，， 
，， 松岡 弘二 ，， ，， 
転 任 6. 2 .  1 吉田 尚弘 助教授（理学部） 助教授（名古屋大学大気水圏科学研究所総合解析部門）
臨時的任用 6. 1. 9 椎名由里子 教 諭（教育学部附属 中学校）（～6. 3. 3 1) 
師寺的任用の 6. 1. 5 椎名由里子 教 授（教育学部附属 中学校） 臨時的任用を更新する（～6. 1. 8 )  更 新
併 任 6. 1 16 山極 隆 主任視学官（文部省 初等中等教育局） 教授（教育学部附属教育実践研究指導センター）（～6. 3. 31) 
休職更新 6. 1. 5 前回あけみ 助教授（教育学部） 休職の期間を平成6年5月21日まで更新する
退 職 6. 1. 9 椎名由里子 教 諭（教育学部附属 中学校） 平成6年1月8 日限り任期満了により退職した
辞 職 6. 1. 25 小井 利男 臨時用務員（学生課作 業員） 辞職を承認する
死 亡 6. 1. 27 八木 寛 教 授（工学部） 死 亡（公務外）
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、学内トピックス＼
亡三ユ 「－第25回富山大学寒中水泳大会「 ょここゴ
一一 厳寒の1 月 ， 学生の熱気の中 ， 敢行 さ れる 一一
去る 1月22日同前日から厳冬の吹雪， この日も激しい
吹雪の中． 富山大学水泳部 活動の恒例の寒中水泳大 会が
多くの観衆の見守る中． 本学第二体育 館前プーlレで水泳
部員等約 10 0人が参加して 開催されました。
この日は， 始まる直前から激しく雪が降り出し寒中水
泳大会にふさわしい絶好の コンデションで， 学生， 一般
観衆及び本学教職員が見守る中で行われました。
この寒中水泳大会は， 昭和4 5年から行われて おり回を
重ねて 今年で25回を迎え， その重 い伝統を受け継ぎ水泳
部員は懸命に泳いでいました。 他部 活動部員も思い思い
の 仮装姿で泳ぎ， さらに応援団のリーダ一部， チアリー
ダ一部 及び吹奏楽部等も加わり 熱い声援を送り大会を
盛り上げました。
なお， 同大会は毎年， テレビ， 新聞等でも報 じらて お
り， 富山大学名 物行事として ， 県内のみならず全国 的に
も知られるようになり， この日も多くの報 道関係 者の取
材が行われました。












ぎを見せた。そして ， 気 合の入ったユニークな パフォー
マンスによって 寒さを吹き飛ばして いた。また， この悪
天候にもかかわらず， 多くの観客や報 道関係， 学生部の
方々が来て くださり． 周囲は大 いに盛り上がりを見せ，
文字通りの“索中水泳”は無事幕を閉じ た。
企 寒中水泳に花を添えたチアリーダ一部員
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己主）［！）�
（規 則）
。人事院規則9 -43 （休 日 給の支給される日）
の一部を改正する人事院規則（人事 院 9 一
43- 2 ) 1. 4 
0超過勤務 手 当の支 給割 合（同 9 -97) 1. 4 
（告 示）
。大学の名 称を変更する件（文 部 5 ～7 ) 
。国の物品等の調達手続の特例を定める
政令に 規定する大蔵大臣の定める額を定め
1. 1 4  
る件（大蔵 16) 1 . 20 
。出納官吏事務 規程第16条に 規定する外 国貨
幣換算率を定める等の｛牛の一部を改正する
件（同 1 8 ) 1 . 25 
���l!l 
他大学の自己点検評価報告書の供覧について
本年1月31日現在， 新たに本学に送付された他大学の自己点検評価報 告書は， 下記のとおりです。（掲載済みのものは除く。）
ご利用の際は， 各配置先に ご連絡下さい。
学 内配 置 先
大 学 名 報 正Jr 書 名 発 行 年月
図書館 企画室
高 知 大 ρ寸Lιー 未来にはばたく 平成5年3月 1 
長 崎 大 A十'4 大学教育の改善に 向けて 一 長崎大学の現状と課題一 平成5年6月
高知大学教育学部 教育研究の現状と課題 平成5年5月
九 ナト｜ 大 =¥= 教育と研究 1993年3月
新潟大 学 教 養 部 教養部の教育と研究 一経緯と現状一 平成5年3月
富山医 科 薬 科 大 学
大学改革への序章 1993年 5 月
一富山医 科薬科大学の点検・評価1992-
神 戸 大 品弓んー 大学教育の現状と課題 1 99 1 年 3月
岡 山 理 科 大 学 岡山理 科大学教育研究白書 1993年7 月
福 島 大 A寸泊 ιー 現状と課題 平成5年10月 1 
神 戸 大 学理 学 部 創造的教育・研究の場を目指して 平成5年10月
静岡大 学 教 養 部 自己評価報告 1993年4 月 1 
島 根医科 大 学 島根医 科大学の現状と展望 1993年1 1月 1 
，， ，， 附属 図書 舘の現状と展望 ，， 
筑 波 大 =¥= 筑波大学年次報告書（平成4 年度版） 平成5年1 1月
千 葉 大 寸ρLι・ 現状と課題 一常により高きものへー 平成5年9月
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学 内 配置 先
大 学 名 報 止E乞コ 書 名 発 行 年 月
図書館 企画室
都 留 文 科 大 学 都留文 科大学現状と課題 1 993 年 度
宮 崎 医 科 大 学 宮崎医 科大学年報 平成5年1 0月
神 戸 大 A十斗ι 躍動する神戸大学 1993 1993 年 12月
一 重 大 A子斗ι一 ＝重大学その現状と課題 1 9 9 3 一
ヲム 前 大 A寸斗ゐ- 弘前大学の現状と課題 平成5年11月
島 根 大 自寸国日． 
島根 大学の現状と課題（II ) 
平成5年12月
一大学のめざすところ一
長岡技術 科 学大 学 教育と研究の現状 1993 1 993 年 12月




講 師 秋 葉 悦 子
（基礎 法）









教 授 小 谷 仲 男
（歴史文化）
教 授 字 野 隆 夫
（環境地域論）
教育学部附属養護学校
教 諭 野 崎 和 仁
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報
富山大学工学部教授 八木 寛氏逝去
本学工学部教授八木寛氏が， 平成6 年 1 月2 7 日に逝
去（享年57歳） されました。
同氏は． 昭和3 4年 3 月富山大学工学部電気工学 科 を
卒業 後， 同年 4 月東京工業大学助 手理工学部に採用さ
れ， 同3 5年 3 月同職を辞職して ， 同年 4 月東京工業大
学大学院へ 入学し， 同40年 3 月同大学院博士課程を修
了し， 併せて 工学博士の学位を取得されました。 その
後， 同年 4 月富山大学助教授工学部に採用され， 同54
年4 月教授に昇任されました。爾来， 約3 0年の永きに
わたり， 本学の教育研究にそして学部・大学の運営に
専念し， 傍ら地域企業の発展 及び技術 者の資質向 上に
大 きく貢献し続けて きたところ， 平成5年7 月体調の
異変に気付き検査のため入院， 結果は療養を必要とさ
れ， その後退 院されましたが， 再び 入院され， 同 6 年







無言の教訓となって ． 同研究室では先 輩が後輩の面倒
を見る， 後輩は先輩を敬うことが習慣となり， これが
佳き伝統として代々引継がれて おります。
同氏の学部・大学の運営に関して は． 平成5年1 0月
電子情報工学 科 長を併任することとなりましたが． 病
に倒れその職務を全う出来ないことに深く責任を感じ
て おられました。
学内における同氏の業績は， 平成2 年12 月学内共同
利用施設である富山大学情報処理センター長に就任さ
れ， 設備の充実も然ることながら， センターの 設置意
義について 広く理解を求める努力を重ね， 見事にこれ
を成し遂げ， IBM大 型 コンビュータの導 入， 情報 処




て 地域企業との共同研究実績， 日本一と評価されて い
る富山大学地域共同研究センターの隆盛の陰に同氏の
絶大な支援， 協力があったことを忘れてはなりません。
同氏は， 昭和62 年 3 月地域共同研究センター創設準備
委員会委員として 同年 5月設置に至るまで献身的な努







電子 と広汎にわたり， 著書は「医用電子計測」 （産業












平成6 年 2月発行 学
の点字化」， 「無呼吸症の病態の固定」などを開発さ
れ． これらの業績によって 平成元年3 月に富山新聞文
化賞を受賞されました。
また， 学会及び社会における 活動も目ざましいもの




識と人格に基づき， 富山県 ， 富山市 から数多くの委員












れて いたことから， 新聞・雑誌に10 0 編以上の随筆を
寄稿し， 一部は日本エッセイスト・ クラブ「86年版ベ





































(1) 大学入 試センター 試験実施に伴う休 講措置につい
て





















学 報 第349 号
平成5年度第2 回公開講座委員会(12月22日）
（議 題）
(1) 委員長の 選 出について




本 部 ｜ 在来生合宿研修オリエンテーション
16日 学務関係職員打合せ会
12月l日 平成6年度富山大学推薦入学， 帰国 子女・社 第8回教養教育委員会実施専門委員会
会人特別 選抜試験 17日 第11回評議会
3 日 第20回北陸地 区国立学校施設担当者連絡 協議 第7回大学 院委員会
会（於：金沢大学） 第 2回自己点検評価委員会
第8回学生生活協議会 平成6 年度大学入 試センター 試験 入 試担当 者
4 日 体育会定例総会（於：黒田講堂） 連絡協議会（於：昭和女子短大）




7 ～8 日 平成 5 年度厚生補導 研究会（於：字奈月町 20日 第1回事務電算化委員会学務専門部会
黒部荘） 21日 第 5回国際交流委員会留学生部会
8 日 消防査察（新樹寮） 22日 第12回評議会（臨時）
健康診断（在来生合宿研修） 第 2回公開講座委員会
9 日 第 3回低温液化室運営委員会 23～27日 富山大学公開講座「硬式テニス（初級者） コース」
第 4回施設整備委員会 28日 第 2回事務電算化委員会学務専門部会
第 3回キャンパスプラン検討会 仕事納めの学長挨拶
推薦入学， 帰国 子女・社会人特別 選抜合格者
発表 人 文 A守M与ー
10日 営繕関係経費ヒアリング
第l回教務委員会 12月 1 日 学部教育実習委員会（持ち回り）
13日 一般設備費等ヒアリング 平成6 年度富山大学人文学部 帰国 子女・社会
人文学部推薦入学願書受付 人特別 選抜学力検査
14日 部 課長 会議 平成 5 年度文部省会計実地 監査
富山地 区国 立学校等事務局長等会議 学部自己点検評価委員会
第 1回学生部キャンパスプラン検討会 3 日 学部職業補導委員会
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学部将来計画委員会 8 日 人事教授会
6日 係 長会 議 教授会
8 日 教授会 9 日 係長会 議
教授会 （人事） 15日 学部学生生活委員会
15日 学部情報処理委員会 （仮称） コ ンピューター管理運営委員会





人文 科 学 研究科委員会 大 学 院経済学 研究科 委員会
学部予算委員会 教授会
24日 係 長会 議 24日 授業（第11週）終了
教 育 A守M一与 理 子件晶 部
12月 6日 教育学研究科準備委員会 12月 8 日 教授会
附属養護 学校入学者 選考 理学研究科委員会
7 日 係 長連絡会 人事教授会
附属養護 学校合格者発表 14日 学部教務委員会
8 日 学部教務・学生生 活 合同委員会 15日 理学部業績集 編纂委員会
学部教務委員会 学 科 長会 議
人事教授会 1 6日 学部職業補導委員会
教授会 17日 学部情報化対策検討委員会
附属幼稚園入園者発育検査 （ 3 歳児） 22日 学部教務委員会
9 日 附属幼稚園入園者発育検査 （ 4歳児）
13日 附属幼稚圏入園者第 2次 選考 （ 抽選） 工 』寸4嗣与
14日 教育実習運営協議会
15日 就職ガイダンス 12月 1 日 平成6年 度工学部推薦入学試験
1 8日 開属幼稚園第 2 学期終 業式 6日 学部教務委員会
22日 学部予算委員会 7日 学部運営委員会
人事教授会 8 日 教授会
附属 小学校， 附属中 学校及び附属養護 学校第 研究科委員会
2 学期終 業式 専任教授会
24日 大 学 院設置準備委員会 13日 学部安全 委員会
係 長連絡会 27日 係長連絡会
若 手教官と学部 長 との懇談会
経 済 � 
12月 1日 平成6年 度推薦 入 学帰国 子女及び社会人特別
選抜試験 12月 9 日 係 長連絡会
3 日 係 長会 議 21日 係長連絡会
6日 推薦入学等 選考委員会 22臼 時間外開館終 了
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